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【手続補正書】
【提出日】平成20年5月1日(2008.5.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１種類のポリオール成分、少なくとも１種類のイソシアネート成分およびオ
プションとしての添加剤を混合して、ポリウレタン反応混合物を形成するミキシングヘッ
ドであって、
　ポリオール成分およびイソシアネート成分のための少なくとも２つの入口ノズルが周囲
に配置された円筒形状混合チャンバー、
　混合チャンバー内において第１ポジション（前方ポジション）と第２ポジション（後方
ポジション）との間で軸方向に動くことができ、１またはそれ以上の溝部が周縁部に配置
された制御スライド手段、
　混合チャンバーの下流側に接続され、混合チャンバーに対して約４０°～約１４０°の
角度を成して配置される出口チャンネル、および
　出口チャンネル内において軸方向に動くことができるクリーニング・スライド手段
を有して成り、
　制御スライド手段が第１ポジション（前方ポジション）にある場合では、ポリオール成
分およびイソシアネート成分が入口ノズルを通って溝部に入った後、それらの成分が溝部
を通るように流れ、そして、出口を介して溝部から出ていくことができるように、また、
制御スライド手段が第２ポジション（後方ポジション）にある場合では、ポリオール成分
およびイソシアネート成分が入口ノズルを通って混合チャンバーに入ることができるよう
に、制御スライド手段が配置されており、また
　混合チャンバーの直径（Ｄ）が、混合チャンバーから出口チャンネルへとつながる出口
開口部の投影図の幅（Ｂ）の約１．１倍～約５倍である
ミキシングヘッド。
【請求項２】
　混合チャンバーから出口チャンネルへとつながる出口開口部の投影図が実質的に矩形状
である、請求項１に記載のミキシングヘッド。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　上記にて、本発明を例示的に詳細に説明してきたが、そのような詳細な説明はあくまで
例示を目的としているにすぎず、特許請求の範囲で規定されることを除いて、本発明の範
囲または概念から逸脱することなく当業者によって変更を加えることができることが理解
されよう。尚、上述した本発明は次の態様を包含する：
　第１の態様：少なくとも１種類のポリオール成分、少なくとも１種類のイソシアネート
成分およびオプションとしての添加剤を混合して、ポリウレタン反応混合物を形成するミ
キシングヘッドであって、
　ポリオール成分およびイソシアネート成分のための少なくとも２つの入口ノズルが周囲
に配置された円筒形状混合チャンバー、
　混合チャンバー内において第１ポジション（前方ポジション）と第２ポジション（後方
ポジション）との間で軸方向に動くことができ、１またはそれ以上の溝部が周縁部に配置
された制御スライド手段、
　混合チャンバーの下流側に接続され、混合チャンバーに対して約４０°～約１４０°の
角度を成して配置される出口チャンネル、および
　出口チャンネル内において軸方向に動くことができるクリーニング・スライド手段
を有して成り、
　制御スライド手段が第１ポジション（前方ポジション）にある場合では、ポリオール成
分およびイソシアネート成分が入口ノズルを通って溝部に入った後、それらの成分が溝部
を通るように流れ、そして、出口を介して溝部から出ていくことができるように、また、
制御スライド手段が第２ポジション（後方ポジション）にある場合では、ポリオール成分
およびイソシアネート成分が入口ノズルを通って混合チャンバーに入ることができるよう
に、制御スライド手段が配置されており、また
　混合チャンバーの直径（Ｄ）が、混合チャンバーから出口チャンネルへとつながる出口
開口部の投影図の幅（Ｂ）の約１．１倍～約５倍である
ミキシングヘッド。
　第２の態様：上記第１の態様において、混合チャンバーの直径（Ｄ）は、混合チャンバ
ーから出口チャンネルへとつながる出口開口部の投影図の幅（Ｂ）の約１．２倍～約３倍
であるミキシングヘッド。
　第３の態様：上記第１の態様において、混合チャンバーの直径（Ｄ）が、混合チャンバ
ーから出口チャンネルへとつながる出口開口部の投影図の幅（Ｂ）の約１．５～約２倍で
あるミキシングヘッド。
　第４の態様：上記第１の態様において、混合チャンバーから出口チャンネルへとつなが
る出口開口部の投影図が実質的に矩形状であるミキシングヘッド。
　第５の態様：上記第４の態様において、混合チャンバーから出口チャンネルへとつなが
る出口開口部であって、クリーニング・スライド手段によって塞がれていない出口開口部
の矩形状投影図の高さ（Ａ）と、混合チャンバーから出口チャンネルへとつながる出口開
口部の矩形状投影図の幅（Ｂ）との比（Ａ／Ｂ）が、約０．０５～約５である、ミキシン
グヘッド。
　第６の態様：上記第１の態様において、片側を制御スライド手段の端面によって、また
、混合チャンバーから出口チャンネルへとつながる出口開口部によって制限される軸方向
の混合チャンバー長さ（Ｈ）と、混合チャンバーの直径（Ｄ）との比（Ｈ／Ｄ）は、約０
．１～約１である、ミキシングヘッド。
　第７の態様：上記第１の態様において、最も大きい入口ノズルの直径（ｄ）と混合チャ
ンバーの直径（Ｄ）との比（ｄ／Ｄ）は、約０．０１～約０．２の範囲にある、ミキシン
グヘッド。
　第８の態様：少なくとも１種類のポリオール成分、少なくとも１種類のイソシアネート
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成分およびオプションとしての添加剤を混合して、ポリウレタン反応混合物を形成する方
法であって、ポリオール成分およびイソシアネート成分を計量して請求項１に記載のミキ
シングヘッドに供給した後、それらの成分を該ミキシングヘッド内で混合してポリウレタ
ン反応混合物を形成する方法。
　第９の態様：上記第４の態様において、混合チャンバーから出口チャンネルへとつなが
る出口開口部であって、クリーニング・スライド手段によって塞がれていない出口開口部
の矩形状投影図の高さ（Ａ）と、混合チャンバーから出口チャンネルへとつながる出口開
口部の矩形状投影図の幅（Ｂ）との比（Ａ／Ｂ）が、約０．１～約１である、ミキシング
ヘッド。
　第１０の態様：上記第４の態様において、混合チャンバーから出口チャンネルへとつな
がる出口開口部であって、クリーニング・スライド手段によって塞がれていない出口開口
部の矩形状投影図の高さ（Ａ）と、混合チャンバーから出口チャンネルへとつながる出口
開口部の矩形状投影図の幅（Ｂ）との比（Ａ／Ｂ）が、約０．２～約０．５である、ミキ
シングヘッド。
　第１１の態様：上記第１の態様において、片側を制御スライド手段の端面によって、ま
た、混合チャンバーから出口チャンネルへとつながる出口開口部によって制限される軸方
向の混合チャンバー長さ（Ｈ）と、混合チャンバーの直径（Ｄ）との比（Ｈ／Ｄ）は、約
０．２～約０．８である、ミキシングヘッド。
　第１２の態様：上記第１の態様において、片側を制御スライド手段の端面によって、ま
た、混合チャンバーから出口チャンネルへとつながる出口開口部によって制限される軸方
向の混合チャンバー長さ（Ｈ）と、混合チャンバーの直径（Ｄ）との比（Ｈ／Ｄ）は、約
０．３～約０．６である、ミキシングヘッド。
　第１３の態様：上記第１の態様において、最も大きい入口ノズルの直径（ｄ）と混合チ
ャンバーの直径（Ｄ）との比（ｄ／Ｄ）は、約０．０１～約０．１５の範囲にある、ミキ
シングヘッド。
　第１４の態様：上記第１の態様において、最も大きい入口ノズルの直径（ｄ）と混合チ
ャンバーの直径（Ｄ）との比（ｄ／Ｄ）は、約０．０１５～約０．１の範囲にある、ミキ
シングヘッド。
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